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日
本
芸
術
院
賞
5
人
日
誕
生

卓
越
し
た
芸
術
作
品
に
､
日
本
芸
術
院
が
授
与
す
る
芸
術
界
の
最
高
賞
で
､

今
ま
で
に
4
人
の
先
輩
が
受
賞
し
て
い
ま
す
｡

佐
々
木
大
樹
(
長
次
郎
)
　
明
治
4
1
年
木
工
科
卒
業
　
彫
刻
家

受
賞
･
1
9
2
8
年
　
(
旧
･
帝
国
芸
術
院
賞
)

山
崎
覚
太
郎
　
　
　
　
大
正
8
年
漆
工
科
卒
業
　
漆
工
家
(
芸
術
院
会
員
)

受
賞
･
1
9
5
4
年

山
室
　
古
世
(
源
作
)
　
大
正
8
年
金
工
科
卒
業
　
金
工
家

受
賞
･
1
9
5
7
年

郷
倉
　
千
靭
(
与
作
)
　
明
治
4
3
年
漆
工
科
卒
業
　
日
本
画
家
(
芸
術
院
会
員
)

受
賞
･
1
9
6
0
年

大

角

　

　

勲

昭
和
3
4
年
金
属
工
芸
科
卒
業
　
金
工
家

受
賞
･
2
0
0
3
年

大
角
勲
氏
は
'
現
在
青
井
記
念
館
美
術
館
校
外
運
営
委
員
会
委
員
長

青
井
中
美
展
審
査
委
員
長

文
化
部
合
同
展

生
徒
た
ち
の
日
ご
ろ
の

活
動
成
果
を
発
表
す
る
同

展
に
'
美
術
部
･
陶
芸
部
･

ク
ラ
フ
ト
部
･
写
真
部
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

市
美
術
展
で
入
賞
'
入
選

し
た
生
徒
の
作
品
も
多
数

展
示
さ
れ
て
お
り
'
充
実

し
た
活
動
ぶ
り
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
｡
茶
道

部
員
に
よ
る
茶
席
が
設
け

ら
れ
好
評
で
し
た
｡

7
月
1
 
2
日
(
土
)
-
7
月
2
 
7
日
(
日
)

県
立
近
代
美
術
館
･
青
井
記
念
館
美
術
館
所
蔵
作
品
展

『
工
芸
と
ポ
ス
タ
ー
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』

8
月
3
日
(
日
)
～
9
月
5
日
(
金
)

当
館
か
ら
は
'
｢
工
芸
｣
'
近
代
美
術
館
か
ら
は
　
｢
ポ
ス
タ
ー
｣
　
と
い
う
異
な

る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
'
計
9
1
点
を
'
4
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
展
示
し
ま
し
た
｡

世
代
を
問
わ
ず
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
展
に
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
'
近
代
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
本
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
作
品
説
明
会

が
行
わ
れ
'
作
品
へ
の
興
味
'
関
心
を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
｡

)

尚
美
展
開
連
作
品
展

同
窓
会
お
よ
び
教
職
員
の

作
品
5
4
点
'
県
内
伝
統
工
芸

士
の
作
品
8
点
を
展
示
｡
ま

た
'
生
徒
の
要
望
に
よ
り
青

井
中
美
展
歴
代
の
大
賞
受
賞

作
品
9
点
を
展
示
し
ま
し
た
｡

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
尚
美
展

当
日
は
'
生
徒
自
ら
積
極
的

に
作
品
の
説
明
を
す
る
風
景

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
｡

1
 
0
月
1
 
2
日
へ
日
ソ
～
1
 
0
月
3
1
日
へ
金
)
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｢
風
　
　
儀
｣

中
国
古
代
の
想
像
上
の
瑞
鳥
で
'

願
麟
･
亀
･
龍
と
と
も
に
四
霊
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
'
徳
の
高
い
君
子
が

天
子
の
位
に
つ
く
と
出
現
す
る
と
い

う
目
出
度
い
禽
鳥
と
言
わ
れ
て
い
る
｡

こ
の
作
品
は
'
昭
和
天
皇
ご
成
婚

記
念
と
し
て
富
山
県
か
ら
献
上
さ
れ

た
作
品
の
原
型
で
'
現
在
新
宮
殿
中

庭
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
o

松
　
村
　
秀
太
郎
作

作
者
紹
介

明
治
2
 
1
年
福
光
町
に
生
ま
れ
る
｡

明
治
3
8
年
本
校
木
工
科
卒
業
後
'
東

京
美
術
学
校
　
(
現
･
東
京
芸
術
大
学

校
)
　
彫
刻
家
卒
業
後
､
岐
阜
県
で
教

職
に
就
き
'
大
正
6
年
か
ら
昭
和
1
4

年
ま
で
本
校
木
工
科
教
諭
と
し
て
後

輩
の
指
導
に
当
た
る
｡
ま
た
県
内
彫

刻
界
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
o

昭
和
4
6
年
逝
去
｡

第
3
 
1
回
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

下
尾
和
彦
･
五
十
里
伊
規
子
二
人
展

9
月
2
1
日
(
日
)
-
1
0
月
5
日
(
日
)

本
校
工
芸
科
卒
で
県
内
在
住

の
'
若
手
ク
ラ
フ
ト
家
具
作
家

の
下
尾
和
彦
さ
ん
　
(
平
成
3
年

辛
)
･
五
十
里
伊
規
子
さ
ん

(
平
成
6
年
卒
)
　
の
作
品
4
0
点

が
展
示
｡
素
材
を
生
か
し
た
ぬ

く
も
り
あ
ふ
れ
る
作
品
展
に
生

徒
の
関
心
も
高
く
'
作
品
説
明

会
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
｡

美
術
教
室｢
凧
｣
教
室

夏
休
み
恒
例
と
な
り
ま
し
た
こ

の
教
室
'
小
学
4
･
6
年
生
･
中

学
生
･
大
人
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と

み
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
で

完
成
さ
れ
'
グ
ラ
ン
ド
で
の
成
果

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
｡

※
母
材
と
な
り
ま
す
柳
の
枝
が
入

手
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
'
お

近
く
に
柳
の
木
が
あ
り
ま
し
た
ら

当
美
術
館
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
｡

8
月
1
 
9
日
へ
火
)
～
8
月
2
 
2
日
(
金
一

講
師
　
林
　
兼
二
先
生
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常
設
展
Ⅰ
期
　
5
月
1
 
7
日
(
土
)
～
7
月
2
7
日
(
旦

｢
先
生
と
生
徒
･
明
治
･
大
正
期
｣
展

常
設
展
Ⅱ
期
　
9
月
1
 
1
日
(
木
)
～
1
 
0
月
5
日
(
日
)

｢
先
生
と
生
徒
･
昭
和
期
｣
展

本
校
の
先
生
と
生
徒
と
を
テ
ー
マ
に
年
代
別

に
前
期
･
後
期
に
分
け
'
作
品
を
展
示
｡
当
時

催

事

案

内

㍉

'

'

'

.

早

生
と
生
徒
の
関
係
　
　
瞥
〟

を
系
図
に
し
掲
示

す
る
な
ど
､
視
点

を
変
え
た
作
品
の

展
示
を
試
み
ま
し

た
｡

第
1
0
回
青
井
中
美
展

1
1
月
1
8
日
㈹
～

1
2
月
3
日
㈱

常
設
展
Ⅲ
期

｢
ひ
と
｣
　
本
校
収
蔵
品

の
展
示
1
2
月
2
1
日
㈲
～

2
月
1
5
日
㈲

第
3
2
回
同
窓
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー

谷
口
信
夫
展

1
2
月
2
1
日
㈲
～

1
月
1
8
日
㈲

第
3
3
回
同
窓
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー

1
期
一
会
展

1
月
2
5
日
㈲
～

2
月
1
5
日
㈲

卒
業
課
題
展
2
月
2
6
日
㈹
～

3
月
3
日
㈱

常
設
展
Ⅳ
期

｢
工
芸
展
｣

本
校
収
蔵
品
の
展
示

3
月
9
日
㈹
～

4
月
4
日
娼

は
ぐ
く
み
会
会
員

募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
　
(
個
人
)
　
　
　
　
　
二
㌧
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
　
(
企
業
'
団
体
等
)
一
〇
'
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

集

丸
井
机
青
井
忠
三
郎
副
社
長
の
ご
厚
志
で
所

蔵
作
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
作
業
が
さ
れ
て

お
り
､
来
年
度
に
は
3
D
映
像
で
の
鑑
賞
が
可

能
に
な
り
ま
す
｡

青
井
中
美
展
も
十
回
の
節
目
を
迎
え
着
々
と

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

編

集

発

行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
尋
9
-
3
･
8
-
-
8
高
岡
市
中
川
T
T
二
〇

T
E
L
(
〇
七
六
六
)
二
丁
〓
ハ
三
〇
(
内
線
8
5
)

F
A
X
(
〇
七
六
六
)
二
二
二
六
三
1


